




























































































































































































V　レ皇　1 2 ?? 講
放射能泉に臨する研究rXXIV） 17
食餌性過血糖の抑制作燭が飲用後4時尺野にわ
たり明に認められることを述べた・増富A49
號泉水はその固形域分の含有量に於て池田鑛
泉と殆ど同様な組成を持つ源泉であるが，實
験當日のラドン含有量は凡そ1830マツへで
あり，從って今回の實験における池田鑛泉試
料よりは遙に強い放射能を保持した状態で實
験が行われたのであった・
　今回の池田鑛泉による實験成績をみると，
その過」血糖抑制作用は増富A弱言泉に於け
るよりは輕度であったが，50日間の貯藏によ
り著しく作用が減弱した鮎が侍異であった・
之に反し前報告に於て述べた様に，三朝盈泉
山田匪共同湯に於てはその30日闇の貯藏に
よっても新鮮温泉水と著しい差のない作用が
認められたのであった・三朝盗泉は固形成分
の質に於て増富や池田とよく似た組域の混
泉であるが，『その量は増富や池田の1／6乃至
1／10程度であり，放射能に關してもラドンに
就ては後者の凡そ1110程度の含有量を示す
に過ぎない・
　之等の事實を綜合すると，放射能泉の飲肘
が食餌性過拍止糖を抑制すること，並に泉水の
ラドン含有量：が高いほどその過舶L糖抑制作用
に關してラドンの占める役割が大きくなるこ
とがうかがわ才しる・
　　　　　　　結　　論
　1）強放射能泉である池田鋳泉の飲用は食
餌性過血糖を抑制する・
2）50日聞の貯藏により同鑛泉の過thL糖抑
制作用は著しく減弱して，胸照との間に有意
の差を示さなくなった．
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